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 第 6 回 神崎郡ごみ処理施設建設用地選定委員会 議事録 

 

【開催日時】平成 31 年 3月 25 日（月）15：00～16：20             

【開催場所】中播北部クリーンセンター 会議室 

【出席者】 委員：山村充 桐月利昭 長尾重則 黒田義孝 藤原奈美恵 木村孝子 田中初美  

廣納良幸 長尾克洋 冨田昭市 清水伸一郎 植田吉則 藤原茂 前田義人 

山下健介（順不同・敬称略） 

      事務局：田中晋平 平岡民雄 井上裕文 

      支援委託業者：中外テクノス㈱（3名） 

                

1 開会 

事務局の進行により開会。 

 

2 委員長挨拶 

山村委員長より開会の挨拶が行われる。 

 

3 議題（非公開情報が含まれることから、審議の概要について記載する。また、候補地名は伏せている。） 

 

（1） 第 5 回選定委員会の会議録について 

事務局より「第 5回神崎郡ごみ処理施設建設用地選定委員会議事録」についての説明がされる。 

 

委員長：特に意見がないようなので、次の議題に進む。 

 

（2） 建設候補地評価結果及び審査講評(案)の修正について 

事務局より「建設候補地評価結果及び審査講評(案)」の修正について説明がされる。また、「事

業費内訳」について、中外テクノスより説明がされる。 

 

委員長：委員からの指摘を踏まえて修正した結果、どのように変わったのか。 

中外ﾃｸﾉｽ：工事費に地盤改良の費用が含まれていないという指摘をいただいたので、その費用を

見込んだ金額へと修正を行った。点数も若干変わっているが、評価結果の順位に変動

はない。 

委員長：了解した。「6 審査講評」について、諮問事項ごとに対応した内容へと修正されている。

優先候補地として選定した 3候補地については、点数が 70点以上である。この中から

合意形成のある 2 候補地を上位とするということになったが、私は合意形成には 2 種

類あると考えている。1つは建設する用地における合意で、もう 1つが周辺地域の合意

である。建設する用地における合意がないと土地購入の目途すら立たないので、周辺

地域にご理解いただく努力も必要なことだが、建設する用地における合意がある候補

地は優先されるべきだと考える。そのような記載となっているが、この部分までの記

載に問題がないということであれば、2候補地のどちらを最優先候補地とするかについ

て議論をしたい。 
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事務局：議論をする材料として、比較一覧表をご確認いただきたい。総費用、委員の総合的な

評価に付記された意見の整理、その他の懸念事項を挙げている。このような点数とし

ては出てこない課題を十分検討してご協議いただきたい。 

委 員：合意について委員長と同意見である。一方の候補地は進入路について非常に大きな問

題が考えられる。また、崩壊土砂流出危険区域に該当している。さらには踏切通過の

問題もある。県道に関連する事業で JRと協議をした経験があるが、協議に非常に時間

がかかる上に工事に条件が付けられ、費用もかかる。もう一方の候補地は農業振興地

域農用地区域の問題があるが、公共事業であれば解除は可能と思われることから、こ

ちらを優先すべきと考えている。 

委員長：率直な意見をありがとうございます。 

委 員：農業振興地域農用地区域の問題については、町が解除した分の面積を他の場所で確保

する必要があるが、公共工事ということで解除は認めてもらえると思われる。 

委員長：貴重なご意見ありがとうございます。公共事業である以上、総費用は低く抑える努力

をする必要があると考える。また、期限の面からみても、道路整備や崩壊土砂流出の

対策に時間を要する可能性を考えると、この候補地が一番適しているのではないか。 

委員長：他に意見はないか。それでは結論として「6 審査講評」に挿入する文章を、事務局に

検討していただく。それまでは 10分間の休憩とする。 

 

休憩（事務局により、「6 審査講評」への加筆文章が検討される。） 

 

委員長：事務局からの提案文章に指摘があればお願いします。 

指摘がないようなので、この文章を「6 審査講評」に追加してよろしいか。 

委 員：異議なし。 

委員長：ありがとうございます。最終的な微調整は委員長一任とさせていただいてよろしいか。 

委 員：異議なし。 

委員長：ありがとうございます。微調整をしたうえで最終的な報告書とさせていただく。 

 

（3） その他 

事務局：本日、委員のみなさまのおかげで「建設候補地評価結果及び審査講評」を答申として

とりまとめることができました。後日、委員長から管理者に答申として提出させてい

ただく。今後は最終的な建設候補地を決めていくにあたり、丁寧に取り組んでいく考

えです。ありがとうございました。 

 

４ 閉会 

委員長：事務局と協議しながら大任を果たすことができた。今後は具体的に建設用地を決めて

いくという作業が残っている。事務局及び各町にご尽力いただくことになるが、よろ

しくお願いします。委員のみなさまには 6 回にわたって貴重なご意見をいただき、あ

りがとうございました。 

以上 


